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協会決算周りの相関関係 

収入 支出 

保険料等交付金 8,759 介護納付金 10,130 

任継保険料 43 その他 18 

国庫補助金等 879 

計 9,681 計 10,148 

年金機構へ徴収業務を
委託している関係で資
金フローが複雑化 



平成30年度協会けんぽ（医療分）の決算見込み 

項目 29年度 30年度 前年度比 

収
入 

保険料収入 87,974 91,429 +3,455 

国庫補助等 11,343 11,850 +507 

その他 167 182 +15 

収入計 99,485 103,461 +3,977 

支
出 

保険給付費 58,117 60,016 +1,899 

医療給付費 52,652 54,433 +1,781 

現金給付費 5,464 5,583 +118 

拠出金等 34,913 34,992 +79 

前期高齢者納付金 15,495 15,268 -227 

後期高齢者支援金 18,352 19,516 +1,164 

退職者給付拠出金 1,066 208 -858 

その他 1,969 2,505 +537 

支出計 94,998 97,513 +2,515 

収支差（単年度） 4,486 5,948 +1,462 

準備金残高（累計） 22,573 28,521 +5,948 

（億円） 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

被保険者数(万人) 

2,071 2,137 2,212 2,300 2,361 

+2.5% +3.2% +3.5% +3.9% +2.7% 

平均標準報酬月額(円) 

277,911 280,327 283,351 285,059 288,475 

+0.6% +0.9% +1.1% +0.6% +1.2% 

●収入に影響する指標の推移 

●支出に影響する指標の推移 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

一人当たり保険給付費
(円) 

140,830 146,549 148,064 150,544 153,091 

+1.8% +4.1% +1.0% +1.7% +1.7% 

拠出金等(億円) 

34,854 34,172 33,678 34,913 34,992 

-0.1% -1.9% -1.4% -0.2% +1.0% 

収入は、10兆3,461億円で前年度比3,977億円の増加
(+4.0％)となった。 
※保険料収入が3,455億円増加した理由は、被保険者数が増加(+2.7%)した 
 こと、賃金が増加(+1.2%)ことが要因 

■解説 

支出は、9兆7,513億円で前年度比2,515億円の増加
(+2.6％)となった。 
※保険給付費が1,899億円の増加に留まった理由は、加入者数の伸びが鈍化 
 したこと(H29:2.5%→H30:1.6%)、診療報酬のマイナス改定(▲1.19%) 
 により、加入者一人当たり医療費の伸びが抑制されたことが要因 

収支差は、5,948億円となり、前年度比は1,462億円の
増加となった。 
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単年度収支差と準備金残高の推移（協会会計と国の特別会計との合算ベース） 
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平成30年度福井支部の決算見込み（国庫補助除く）  

項目 金額 

収
入 

保険料収入 67,804 

その他 113 

収入計 67,918 

支
出 

保険給付費 34,615 

医療給付費 35,475 

現金給付費 3,001 

前期高齢者納付金等 24,446 

業務経費 917 

一般管理費 280 

その他支出 251 

平成28年度収支差の精算 53 

特別計上分 1 

支出計 63,563 

収
支
差 

収支差（決算） 4,355 

収支見込（予算作成時） 4,420 

地域差分 ▲65 

（百万円） 

■解説 

●決算収支と予算作成時収支見込の精算イメージ 

平成30年度決算に伴う、収支差の精算（地域差分）は▲65百万円となっ
た。この差額は令和2年の保険料率算定時に支出に加算し精算するが、保
険料率に換算すると0.01%の上昇となる予定。 

福井支部該当 
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